
地すべり地を市民憩いの場に

（地）茶臼山の地すべり事業の効果

全長：約２,０００ｍ
地すべりの幅：１００～４３０ｍ
面積：約４６ha
移動層の深さ：平均２０ｍ
移動土塊量：約９００万m3

地すべりの大きさ

地すべりの経過

第１期【１８４７～１８８３年（弘化４年～明治１６年）】
・準備期

第２期【１８８４～１９２９年（明治１７年～昭和５年）】
・地すべり発生地帯で変動

第３期【１９３０～１９４３年（昭和５年～１８年）】
・下流への押出し（第１回目）【最大移動量93m/ｙ】

第４期【１９４４～１９６４年（昭和１９年～３９年）】
・下流への押出し（第２回目）

第５期【１９６５～現在（昭和４０年～現在）】
・はじめ活発、その後安定化

第3期の地すべりが大きく、茶臼
山南峰がなくなった

山頂滑落崖



地すべり対策（昭和36年～平成9年 全体事業費約21億円）

蛇籠工 深井戸

明治・大正・昭和３０年ごろまで行われた
が全てをその後の地すべりで消失

集水井

昭和27年～昭和46
年まで施行され、一
定の効果がみられた
が、鉄バクテリアの
目詰りにより集水量
が減ってしまった。

昭和44年～平
成４年まで施
行された。
茶臼山はケー
ソン、RCセグ
メント、ライ
ナープレート
によるものが
ある。

茶臼山で行われた対策 排水トンネル

集水井の排水を長期に維持するため、直径２ｍのトン
ネルを２本掘削し、各集水井の排水を行っている



整 備 効 果

土砂の移動を抑止し市民の憩いの場として活用

植物園 利用者数とボラティア育成

恐竜公園

動物園

アスレチック

おとぎ公園

ホンジュラスからの視察状況

資料提供長野市公園緑地課

長野県ＨＰより転載

平成２７年で３５万人が利用し,７年
間で利用者が２８％増加した

国内外からの視察全国植樹際の開催

・きれいに整備され、花を連続して楽しめる。
・快適に園内を巡れる

地域の声


